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◇『令和３年度 物流政策勉強会について』 

副本部長・物流政策委員長  笠原 史久  

〔多摩支部長／㈱ＮＴＳロジ〕 

日頃よりロジス
ティクス研究会の
活動にご理解とご
協力を賜りまして
誠にありがとうご
ざいます。物流政策
委員長を仰せつか
っております多摩
支部 (株)ＮＴＳロ

ジの笠原史久でございます。昨年に引き続き今年最後のひびき
掲載を申しつかりましたことを光栄に思います。 
12 月 6 日（月）東ト総合会館 7 階大会議室において、物流

政策委員会主催の勉強会を開催いたしました。年末でご多用に
も関わらず来場 26名、オンライン 10名と多くの皆様にご参加
いただきましたことを改めて御礼申し上げます。 
関東運輸局より自動車交通部長の髙橋信博様をお招きし、

「トラック業界を取り巻く最近の動向」というテーマでご講演
を頂き、参加者から現場で起きている問題や改善要望など提案
しました。今回は「標準的な運賃」と「ＩＴ点呼」についてお
話いただきました。 
まず「標準的な運賃」に関して、昨年 4月に持続可能な物流

の実現に向けて、取引の適正化・労働条件の改善を進めるため
に国土交通省が一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃
の告示を行い、1 年半以上経過した届出率は全国が 37.7%、東
京都が 13.6%でした。届出率が低迷しており、この制度の理解
を深めてもらうための詳細な説明がありました。届出率を見て
東京都の運送事業者の約 86%が未提出ということは、概ねの事
業者が適正な運賃を収受できていると受け取られかねないと
危惧しております。 
続いて「ＩＴ点呼」の取組みについて、遠隔点呼とナブアシ

スト社の点呼支援ロボット Tenko de Unibo による省人化実現
のための実証実験の説明がありました。実験では、点呼で重要
なドライバーさんの健康状態や安全な運行指示などの機能を
確認しているということです。特にロボット点呼は運行台数が
少ない時間帯や曜日において、運行管理者の大幅な労働時間短
縮の一助となるのではと思います。早く法改正されてロボット
のみで点呼が出来ると人手不足対策や国が推奨しているＤＸ
化にもつながるのではないでしょうか。 
質疑応答は時間内に終わらないほど盛り上がり、来年度は定

期的な意見交換会が必要だと感じました。 
物流政策委員会としましては、今後も会員の皆様が関心ある

ことや問題となっていることを行政の方々に意見具申する委
員会にして参ります。ご協力の程、宜しくお願いいたします。 
それでは皆様、良いお年をお迎えください。 

◇『2021年総括』 

副本部長・広報委員長  中村 克敏  

〔城東支部／㈱中彦運送〕 

平素は、ロジ研機関紙「ひびき」をご愛読いただき誠にあり
がとうございます。 
2021 年も残すところわずかとなりましたが、今年も全世界

においてコロナウイルス感染拡大に悩まされた年でした。目に
見えない病魔との戦いは大変厳しいもので、ロシアンル－レッ

トのように誰でも感染することが恐ろしく、当たり前の生活、
仕事、娯楽などが、当たり前におこなえないという、人類にと
って戦争以外では初めての経験であるように思います。今では
マスク着用が当たり前になり、初対面の方の顔を覚えることも
難しい状況です。しかしながら、自分の命を守る手段としての
マスク着用はル－ルとして定着しているようにも感じます。 
我々運送業界にもたらした影響も大きく、海外からの輸出入

の停滞や店舗他の営業自粛により輸送量が低下し、少数の荷主
や特定の業種のみとしか取引をしていない、営業活動をあまり
していなかったなど、経営者自身がコロナによる経済の停滞で、
経営の見直しを迫られるなど大きな転機になりました。 
反対にコロナ禍においても、医療、食品、ネット通販などの

商品を扱っている運送業者は影響をあまり受けずにいました。
そこには複数の荷主や多業種の取引がある、営業活動を積極的
にしているなど営業努力をしている会社の力強さが難局を乗
り越える鍵になったと思います。 
コロナ禍におけるオリンピック・パラリンピックは無観客開

催となりましたが、彼らの素晴らしいパフォ－マンスは多くの
感動を与え、人々の意識を変えた大会であり、今となっては開
催そのものに十分な意義があったのではないでしょうか。 
さて、最近の燃料高騰は我々運送業界に大きな打撃を与え、

これに追随するようにアドブル－の品薄や価格高騰など、影響
を及ぼす事態が来年も続く気配です。我々の担っている物流は
経済の血液であり、健全な経済活動を支えていくために必要不
可欠な存在です。厳しい局面を乗り越えて、行かねばならない
使命を持ち邁進したく思います。 
私事ではありますが

約 8 年務めました「ト
ラックフェスタワ－キ
ングリ－ダ－」をこの
度退任することといた
しました。「事故防止大
会あり方検討委員会」
から始まり、大田支部
さんのご協力の下、大
田区区民祭りの一部会
場をお借りしての「トラックフェスタプレ大会」、その後は代々
木公園のイベント広場、野外ステ－ジやケヤキ広場などを借用
して、大々的に「トラックフェスタ TOKYO」を開催してまいり
ました。会員や協会職員の皆様、また、ご協賛、ご協力を頂い
た各種団体、企業の皆様に支えられての企画運営でした。一人
でも多くの都民の皆様に、我々トラック業界の活動を知ってい
ただき、ライフラインをしっかりと支えていることをご理解い
ただけるフェスタにまで成長いたしました。 
新たなメンバーで、フェスタ企画運営にあたっていきますの

で、今後も「トラックフェスタ TOKYO」へのご支援ご協力をよ
ろしくお願いいたします。 

2022年も「ひびき」は皆様の興味のある記事を発信し、ロジ
研といたしましては田中本部長を筆頭として東ト協の中枢と
して活動邁進していく所存です。皆様におかれましては素晴ら
しい新年をお迎えになられることを切に願い、2021 年最後の
「ひびき」といたします。ありがとうございました。 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 

 
 
 

○ 2/ 7（月） 15:00～ 正副本部長会議（東ト総合会館 4 階会議室・Web 併用） 

 〃 16:00～ 三組織合同セミナー（東ト総合会館 7 階会議室・Web 併用 ） 

○ 3/ 9（水）  ロジ研チャリティーゴルフコンペ 
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